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第 ２１回高次脳機能障害リハビリテーション千葉懇話会

地域で、『つながる』

高次脳機能障がい支援

地域で、『つながる』

高次脳機能障がい支援

千葉県教育会館大ホール
13:00～16:15（12:30開場）
対象：県内の医療機関、福祉機関

就労支援機関等の支援者
月 日 土

定員150名

講 師 大山 望 氏
（おおやま のぞみ）

一般財団法人 潤和リハビリテーション振興財団

潤和会記念病院 リハビリテーション療法部 作業療法士

講 演 13:05 ～ 14:45

●旭神経内科リハビリテーション病院

●亀田リハビリテーション病院

●国保旭中央病院

●千葉県千葉リハビリテーションセンター

各拠点機関高次脳支援コーディネーター

高次脳機能障がいのある方を支えるためには、医療・福祉・相談・就

労など、さまざまな支援機関の連携が欠かせません。このシンポジウ

ムでは、各支援拠点機関の実践や工夫の紹介と、

● 支援拠点ってどんな活動をしているの？

● こんな時、どこに相談すればいい？

● 地域で感じている支援の課題や工夫は？

～英国で神経心理学的リハビリテーションを学んだ作業療法士のはなし～

さまざまな『つながり』の中にある
高次脳機能障がい支援

高次脳支援拠点機関とつながろう ～ともに考えよう地域の課題～

15:00 ～ 16:15

問合せ先

千葉県千葉リハビリテーションセンター

高次脳機能障害支援センター [  高次脳機能障害支援部 ]

E-mail kouji.ks@chiba-reha.jp TEL 043-291-1831（代）

さまざまな“つながり”をキーワードに、医療から福祉、生活場面での支援の本質や実践の工夫に触れて語っていただきます。

など、日々の支援の振り返りとご自身の“つながり”を考えることができる、明日からの支援につながる講演です。

● セラピストとして、行動の背景をどう捉えるか（生活史、希望、環境などとのつながり）

● 生活につながるリハビリを行うためにできることは何か

● 支援者同士の連携をどう深めていくか

● 地域で支える視点と、支援の限界をどう超えられるか

など、意見交換します。

申込はこちら
申込締切 

8月 24 日（日）



お申込み方法

下記  QR コードを読み取ってアクセスして下さい

千葉リハ 千葉懇話会 検索

千葉リハビリテーションセンター ホームページ

高次脳機能障害支援センター

「講習会等」の申込みフォームからアクセスして下さい

2025 年 8 月 24日（日）まで

■注意事項

・定員を超えた場合は先着順になりますのでご了承ください。

・申込み受付に対するご連絡はいたしませんが、定員を超えた場合には受付の可否についてご連

絡させていただきます。

・欠席の場合は、必ず事前のご連絡をお願いいたします。

・メール不通のトラブルとなりやすいため、携帯キャリアメール

（@docomo.ne.jp、@ezweb.ne.jp、@softbank.jp など）以外のメールアドレスをご登録下さい。

・天候その他の状況により、急遽研修会の内容変更や開催を中止させていただく場合がございます。

中止の場合メールでお知らせいたしますが、ホームページでもご確認下さい。

・本研修会は支援者向けの講座となります。

第 ２１回高次脳機能障害リハビリテーション千葉懇話会

QR コードから申込む ホームページから申込む

会場へのアクセス

※個人情報は、本研修会の事務手続きにのみ使用し、第三者へ提供する事は一切ございません

■問合せ先  千葉県千葉リハビリテーションセンター高次脳機能障害支援センター

[高次脳機能障害支援部 ]

E-mail kouji.ks@chiba-reha.jp   TEL 043-291-1831（代）
X高次脳支援センター

JR千葉駅東口
2 番、3 番から乗車
中央 4 丁目下車、徒歩 3 分

千葉県教育会館
大ホール

千葉市中央区中央 4-13-10

徒歩

JR千葉駅 20分

JR本千葉駅 12分

京成千葉中央駅 12分

公共機関ご利用の方
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